
　
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
大
学
・
短
大

で
の
「
職
業
指
導
」（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
）
が
義
務
化
さ
れ
た
。
新
卒
者
の

就
職
率
の
低
下
や
、
就
職
後
３
年
以
内

の
離
職
率
の
高
さ
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
多

く
の
大
学
は
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
現

状
を
十
分
認
識
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
こ
数
年
の
動
き
で
注
目
し
た
い
点

は
、
理
工
系
の
学
部
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
注
力
す
る
大
学
が
現
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
企
業
が
理
系
の

新
卒
者
に
求
め
る
資
質
に
あ
る
。
日
本

経
済
団
体
連
合
会
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
技
術
系
・
理
科
系
の
大
学
・
大
学

院
教
育
に
期
待
す
る
こ
と
の
上
位
三
つ

は
、「
論
理
的
思
考
や
課
題
解
決
能
力
を

身
に
つ
け
る
」「
専
門
分
野
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
」「
チ
ー
ム
を
組
ん
で
特
定

の
課
題
に
取
り
組
む
経
験
」
で
あ
っ
た

（
図
１
）。
専
門
性
と
並
ん
で
、
課
題
解

決
能
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
経
験
な
ど

を
、
採
用
時
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、「
専
門
分
野
に
関
連
す

る
他
領
域
の
基
礎
知
識
も
身
に
つ
け
る
」

も
約
３
割
の
企
業
が
大
学
・
大
学
院
教

育
に
期
待
し
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
、

専
門
領
域
の
研
究
に
没
頭
す
る
だ
け
で

な
く
、
組
織
の
一
員
と
し
て
課
題
解
決

に
尽
力
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
更
に
注
目
し
た
い
の
は
、
技
術
系
・

理
科
系
の
大
学
・
大
学
院
教
育
に
対
し

て
も
、「
実
社
会
や
職
業
と
の
繋
が
り
を

理
解
さ
せ
る
教
育
」
を
期
待
す
る
企
業

が
約
３
割
、「
職
業
意
識
や
勤
労
観
醸
成

に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
期
待
す
る

企
業
が
約
２
割
あ
る
こ
と
だ
。
一
般
的

に
、
理
工
系
学
部
は
専
門
分
野
が
明
確

で
あ
り
、
大
学
で
の
学
び
と
社
会
と
の

か
か
わ
り
や
、
卒
業
後
の
進
路
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企

業
は
、
学
生
に
大
学
で
の
学
び
と
社
会

の
結
び
付
き
を
も
っ
と
理
解
し
、
職
業

意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
理
工
系
の
学
部
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

取
り
入
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

企
業
の
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
施
策

の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

文
系
学
部
に
比
べ
て
必
修
科
目
が
多
く
、

ま
た
大
学
院
進
学
者
が
多
い
中
、
大
学

は
ど
の
よ
う
な
目
的
意
識
を
持
ち
、
学

生
の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
工
夫
し
て
い
る
の
か
。
二
つ
の
事
例

を
紹
介
す
る
。

学
問
の
専
門
性
と
共
に
求
め
ら
れ
る

課
題
解
決
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

理
工
系
の
学
部
は
文
系
に
比
べ
て
専
門
分
野
が
明
確
で
あ
り
、
卒
業
後
の
進
路
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
理
工
系
学
部
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
大
学
院
進
学
者
も
多
い
中
、

学
士
課
程
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
意
義
は
何
か
。
内
容
と
成
果
を
併
せ
て
、
二
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

学
問
と
社
会
の
関
連
を
意
識
さ
せ

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
る
理
工
系
学
部

今
号
の
視
点
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◎
課
題
意
識
と
狙
い

　
電
気
通
信
大
は
、
情
報
技
術
系
の
単
科

大
で
あ
り
、
高
い
就
職
実
績
を
誇
る
国
立

大
だ
が
、
近
年
、
学
生
の
将
来
へ
の
意
識

が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
た
。
教
育
戦
略
担
当
の
福
田
喬

理
事
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
学
は
、
１
、２
年
は
必
修
科
目
が
ほ

と
ん
ど
で
学
生
の
履
修
負
担
が
大
き
く
、

気
を
抜
か
ず
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
数
年
、
職
業
意
識
や

目
的
意
識
が
低
い
学
生
が
目
立
ち
、
４
年

間
で
卒
業
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
消
費
者
と
し
て
の
意
識
し
か

な
く
、
産
業
構
造
や
社
会
構
造
に
目
が
向

い
て
い
な
い
点
も
気
に
な
り
ま
し
た
」

　
１
、２
年
生
の
授
業
の
中
心
は
数
学
や

物
理
な
ど
の
基
礎
科
目
だ
が
、
そ
れ
ら
を

高
校
の
授
業
の
焼
き
直
し
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
最
先
端
技
術
の
土
台
で
あ
り
、

将
来
の
目
標
へ
の
経
路
と
し
て
学
ぶ
こ
と

を
学
生
に
き
ち
ん
と
理
解
さ
せ
る
必
要
性

が
あ
っ
た
。
そ
の
方
策
と
し
て
、
社
会
に

目
を
向
け
、
将
来
の
自
分
を
考
え
さ
せ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
始
め
た
。

◎
取
り
組
み
内
容

　
特
色
は
、
１
年
生
の
「
電
気
通
信
大
学

概
論
」「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ａ
」
に
あ

る
。
前
者
は
経
営
者
の
講
演
や
企
業
見
学

に
よ
り
最
先
端
技
術
を
見
せ
る
こ
と
で
学

び
へ
の
意
欲
を
高
め
、
後
者
は
自
己
理
解

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
適
性
検
査
な
ど
を
中

心
に
行
い
将
来
像
を
描
か
せ
る
（
図
２
）。

い
ず
れ
も
そ
の
日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少

人
数
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
学
ん
だ

こ
と
を
２
０
０
字
以
内
の
レ
ポ
ー
ト
に
し

て
提
出
す
る
。
１
年
生
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
訓
練
を
積
む
と
い
う
意
図
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
授
業
で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
の
が
Ｔ
Ｔ
Ａ
（
＊
１
）
だ
。
１
人
が
学

生
10
〜
20
人
を
担
当
し
、
出
欠
や
レ
ポ
ー

ト
提
出
の
管
理
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
進
行

な
ど
を
担
う
。
主
に
定
年
退
職
後
の
管
理

職
経
験
者
が
、
交
通
費
と
若
干
の
謝
礼
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
従
事
。
総
勢

約
50
人
の
平
均
年
齢
は
66
歳
だ
。
共
通
教

育
部
の
竹
内
利
明
特
任
教
授
は
、
Ｔ
Ｔ
Ａ

の
存
在
は
１
年
生
に
と
っ
て
重
要
だ
と
話

す
。

　「
Ｔ
Ｔ
Ａ
に
は
レ
ポ
ー
ト
に
コ
メ
ン
ト

を
し
た
り
、
遅
刻
者
に
注
意
を
促
し
た
り

と
、
学
生
を
丁
寧
に
支
援
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
本
学
の
調
査
結
果
で
は
、
新
卒

者
の
採
用
は
４
年
間
の
成
績
と
相
関
が
あ

り
、
４
年
間
の
成
績
は
１
年
生
前
期
の
成

績
と
相
関
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１

年
生
の
最
初
に
手
を
掛
け
て
授
業
を
き
ち

ん
と
受
け
さ
せ
、
大
学
で
の
学
び
の
土
台

を
し
っ
か
り
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
情
報
・
通
信
工
学
科
（
＊
２
）
２
年
の

髙
村
成
道
さ
ん
は
、「
大
学
の
勉
強
だ
け

で
就
職
で
き
る
か
不
安
で
Ｔ
Ｔ
Ａ
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、『
学
び
の
場
所
は
授
業
だ

け
で
は
な
い
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
授

に
相
談
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
サ
ー
＊１ Team Teaching Assistant の略　
＊２ 電気通信大は２０１０年度に改組したため、３年生以上は電気通信学部情報通信工学科、２年生以下は情報理工学部情報・通信工学科となっている　

900
（社）

＊複数回答

出典／日本経済団体連合会「産業界の求める人材像と大学教育への
期待に関するアンケート結果」
調査期間は２０１０年９～11月、調査対象は日本経済団体連合会会員企
業、ほか地方別経済団体加盟企業

文科系、技術系・理科系の大学生・大学院生を採用する立場
から、大学教育に期待するもの

図１ 大学教育に期待するもの

8007006005004003002001000

専門分野の知識を身につける

論理的思考や課題解決能力を身につける

チームを組んで特定の課題に取り組む経験

専門分野に関連する他領域の基礎知識も身につける

実社会や職業との繋がりを理解させる教育

職業意識や勤労観醸成に役立つプログラム

ディベートやプレゼンテーションの訓練

一般教養の知識を身につける

外国語によるコミュニケーション能力を高める

異文化理解に繋がるような体験

■文科系（592社）　■技術系・理科系（580社）

113 356

455 365

253 235

85 188

219 175

180 132

142 92

165 98

93 57

52 26

＊大学の資料を基に編集部で作成

図２ 電気通信大のキャリア教育の流れ（2010年度）

１
年
生

電気通信大学概論（２単位）
・企業人の講演や企業見学、少人数のグループワークを行う
・社会や企業の構造を理解し、技術者の役割を知る
キャリアデザインＡ（２単位）　・企業人の講演や少人数のグループワー
クを行う　・自分を見つめ直して理解を深め、将来像を思い描く

２
年
生

キャリアデザインB（２単位）　・企業人の講演、ディベートなどを行う
・仕事を含む人生そのものを考える
・考え抜く力、コミュニケーション能力を高める

３
年
生

キャリアデザインC（２単位）
・少人数のプロジェクト形式により、課題発見から解決まで行う
・技術開発に必要な基本的素養を理解し、体験的に身に付ける

１
年
生
で
の
丁
寧
な
支
援
が

４
年
間
の
学
び
の
土
台
を
作
る

電
気
通
信
大
「
電
気
通
信
大
学
概
論
」
及
び

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
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バ
ー
管
理
業
務
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
。

　
２
年
生
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ｂ
」

で
は
産
業
構
造
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
、

３
年
生
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
」
で

は
同
じ
課
題
意
識
を
持
つ
学
生
が
チ
ー
ム

を
組
み
課
題
解
決
に
挑
む
。
情
報
通
信
工

学
科
４
年
の
高
石
学
さ
ん
は
「
今
は
基
礎

研
究
で
あ
っ
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式

で
進
め
る
の
が
主
流
で
す
。
こ
の
授
業
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
回
し
方
を
は
じ
め
、

研
究
で
必
要
と
な
る
力
の
下
地
を
作
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

◎
成
果
と
課
題

　
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
早
め
に
現

場
を
知
る
こ
と
で
授
業
と
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
実
感
で
き
た
」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
授
業
が
面
白
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
学
生
の
出
席
率
も
高

い
。
そ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
11
年
度
に

は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
演
習
」
と
し
て
必
修

科
目
と
し
、
１
年
生
と
３
年
生
が
混
在
す

る
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
進
め
る
形
に
発
展

さ
せ
た
（
12
年
度
ま
で
は
１
年
生
の
み
）。

各
ク
ラ
ス
に
は
教
員
１
人
を
「
担
任
」
と

し
て
配
置
し
、
Ｔ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
な
が
ら

き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　「
担
任
制
に
は
異
を
唱
え
る
声
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
１
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
は
学
生
の
視
野
を
広
げ
、
学
び
へ
の

動
機
付
け
を
行
う
べ
き
と
考
え
、
し
っ
か

り
手
を
掛
け
ら
れ
る
担
任
制
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
竹
内
特
任
教
授
）

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　
理
工
系
は
専
門
性
が
高
い
か
ら
こ
そ
、

目
的
意
識
を
高
め
て
学
習
意
欲
に
結
び
付

け
た
い
と
い
う
課
題
は
、
他
大
学
に
も
共

通
す
る
。
学
部
卒
業
後
に
約
７
割
が
就
職

す
る
龍
谷
大
理
工
学
部
で
は
、
全
学
的
な

就
職
支
援
の
他
に
、
学
部
独
自
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
１
年
生
か
ら
行
う
。
同
学
部

キ
ャ
リ
ア
開
発
主
任
の
塩
見
洋
一
教
授
は

「
近
年
、
本
学
や
理
工
学
部
を
志
望
し
た

理
由
を
言
え
な
い
学
生
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
大
学
入
学
が
最
終
目
的
に

な
っ
て
い
て
、
入
学
後
に
何
を
す
る
の
か

が
見
え
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
学
生
に
目

的
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
の
が
、
本
学
部

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
狙
い
で
す
」
と
話
す
。

◎
取
り
組
み
内
容

　
同
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
１
〜
３
年

生
で
段
階
的
に
行
う
（
図
３
）。
１
年
生

の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
「
自
分

は
何
者
か
」「
大
学
生
活
を
ど
う
過
ご
し

た
い
か
」
を
考
え
さ
せ
、
自
己
理
解
を
深

め
る
。
そ
し
て
、
２
年
生
の
「
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
で
社
会
構
造
と
職
業
の

多
様
さ
を
理
解
さ
せ
つ
つ
、
自
分
の
将
来

を
考
え
さ
せ
、
３
年
生
で
本
格
的
に
始
ま

る
専
門
教
育
の
科
目
選
択
に
結
び
付
け
る
。

　
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年
の
近
藤
臣

斗
さ
ん
は
、「
授
業
を
受
け
る
ま
で
は
将

来
に
つ
い
て
友
だ
ち
と
面
と
向
か
っ
て
話

し
合
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
就
職
に
迷
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

『
自
動
車
関
連
企
業
に
入
り
た
い
』
な
ど

目
標
に
邁
進
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
け
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
最
終
段
階
は
３
年
生

の
「
学
外
実
習
」
だ
。
夏
休
み
に
３
週

間
、
約
３
０
０
人
の
学
生
が
２
０
０
以
上

の
企
業
・
研
究
所
で
実
習
を
受
け
る
。
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と
物
質
化
学
科
は
も

の
づ
く
り
に
直
結
す
る
学
科
の
た
め
必
修

科
目
と
し
、
他
の
４
学
科
は
選
択
科
目
と

な
っ
て
い
る
。
実
習
先
は
地
元
の
中
小
企

業
の
協
力
を
得
て
い
る
。
機
械
や
電
子
機

器
な
ど
の
製
造
業
が
中
心
で
あ
り
、
ネ
ジ

の
製
造
や
金
属
加
工
と
い
っ
た
Ｂ
to
Ｂ

（
＊
３
）
の
企
業
な
ど
多
種
多
様
だ
。
実

習
先
は
希
望
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
社
会
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
あ

り
、
そ
こ
で
社
員
は
ど
う
働
い
て
い
る
の

か
を
体
感
し
た
学
生
は
、
自
分
の
将
来
と

真
剣
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　「
就
職
状
況
は
厳
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
生
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
企
業
に

し
か
目
が
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
自

動
車
を
作
る
に
し
て
も
、
タ
イ
ヤ
や
ハ
ン

ド
ル
な
ど
の
部
品
が
あ
り
、
金
属
板
を
車

体
用
に
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
の
で
す
。

就
職
活
動
を
控
え
た
３
年
生
の
夏
に
企
業

で
実
習
を
行
う
こ
と
で
、
学
生
の
目
を
開

か
せ
、
就
職
に
向
け
て
視
野
を
広
げ
さ
せ
＊３ Business to Business の略。企業間の取引のこと。企業と一般消費者の取引はB to Cという　

段
階
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

就
職
へ
の
目
を
開
か
せ
る

龍
谷
大
理
工
学
部

キ
ャ
リ
ア
教
育

＊大学の資料を基に編集部で作成

図３ 龍谷大理工学部のキャリア教育の流れ

１
年
生

キャリアデザイン（２単位）
・自分を見つめ直す
・大学で学ぶ大切さを自覚する

２
年
生

キャリアプランニング（２単位）
・自己分析を行う
・目標への具体的なプランを作成、「自分を
試す」意欲を顕在化

３
年
生

学外実習（２単位）
・企業での実務経験を通して、自分を試し、
本当になりたい自分を見つける

特別
講義
・
学
外
講
師
の
招
聘
、
よ
り
高
度
な

勉
学
へ
の
動
機
付
け
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る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
４
年
生

で
所
属
す
る
研
究
室
を
選
ぶ
上
で
の
良
い

経
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
塩
見
教
授
）

◎
成
果
と
課
題

　
多
く
の
学
生
は
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と

が
現
場
で
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
経

験
し
、
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
持
て

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
は
違
う
「
働
く
」
経
験
は
、
企
業

が
ど
う
い
う
所
か
を
肌
で
感
じ
る
機
会
で

あ
り
、
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。し

か
し
、学
生
の
自
主
性
は
ま
だ
足
り
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

　「
11
年
度
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
日
系
企

業
で
学
外
実
習
を
行
う
予
定
で
す
。
た
と

え
何
も
出
来
な
く
て
も
、
世
界
を
肌
で
感

じ
、
よ
り
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
塩
見
教
授
）　

　

　
電
気
通
信
大
と
龍
谷
大
と
で
は
、
教
育

環
境
や
卒
業
後
の
進
路
な
ど
が
異
な
る
も

の
の
、
課
題
意
識
は
同
じ
で
あ
る
。
１
年

生
か
ら
自
己
分
析
を
し
て
将
来
像
を
思
い

描
か
せ
、
考
え
る
た
め
の
材
料
と
し
て
企

業
人
の
講
演
や
企
業
見
学
を
行
い
、
少
人

数
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
積
み
重
ね
て

い
く
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
目
的
意
識
の

醸
成
だ
け
で
な
く
、
働
く
上
で
必
要
と
さ

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
高
め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
理
工
系
学
部
で
は
、
１
年
生
か
ら
学
習

を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
専

門
科
目
の
土
台
と
な
る
基
礎
科
目
を
入
学

後
か
ら
学
ぶ
。
そ
れ
ら
の
科
目
は
大
半
が

必
修
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
日
々
の

授
業
を
こ
な
す
だ
け
で
精
一
杯
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
将
来
に
向
け

て
の
視
野
を
広
げ
た
り
、
今
の
学
び
が
将

来
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
か
を
体
験
さ

せ
た
り
し
て
、
学
習
の
目
的
意
識
を
持
た

せ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
と
い
え
る
。

　「
大
学
教
育
自
体
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
専
門
教

育
に
特
化
し
、
ま
た
授
業
が
ハ
ー
ド
な
理

工
系
学
部
だ
か
ら
こ
そ
、「
ど
の
よ
う
な

動
機
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
」「
目
的

意
識
を
持
た
せ
る
工
夫
は
し
て
い
る
か
」

と
い
う
教
育
方
法
に
も
注
目
し
た
い
。

専
門
性
が
高
い
か
ら
こ
そ

目
的
意
識
の
醸
成
に
工
夫
が
必
要

進
路
指
導
に
生
か
す

＊４ Central Processing Unit の略。コンピュータの中央処理装置　

　
本
学
を
志
望
し
た
の
は
、
情
報
技
術
に
関

心
が
あ
り
、
東
京
の
大
学
で
学
び
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
具
体
的
に
や
り
た
い
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
を
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
と
受
け
て
、

次
第
に
目
標
が
固
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
転
機
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ａ
」

で
の
企
業
見
学
で
す
。
私
は
パ
イ
オ
ニ
ア
の

工
場
と
ソ
ニ
ー
の
本
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
工

場
で
は
音
響
機
器
の
生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、

安
全
基
準
の
重
要
性
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

ソ
ニ
ー
で
は
当
時
開
発
中
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
液
晶

テ
レ
ビ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
薄
型
が
実
現

で
き
た
理
由
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
音
響
や
映
像
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
」
で
は
日
本

無
線
の
協
力
を
得
て
学
内
で
の
ワ
ン
セ
グ
放

送
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
本
学
の
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

課
題
意
識
か
ら
出
発
し
、
企
業
に
技
術
協
力

を
お
願
い
し
た
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し

た
り
し
ま
し
た
。
大
学
院
進
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
院
で
は
研
究
が
中
心
と
な
る
の

で
、
学
部
生
の
う
ち
に
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

　
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
る
父
の
影
響
で
、

私
も
も
の
づ
く
り
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

い
、機
械
系
の
学
科
を
選
び
ま
し
た
。し
か
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
で
同
級
生
の
将
来
像

を
聞
く
う
ち
に
、
自
分
の
考
え
が
漠
然
と
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
将
来
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
外
実
習
で
は
、業
務
用
冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
製
造
す
る
企
業
に
行
き
ま
し
た
。
既
存

製
品
の
省
エ
ネ
化
に
向
け
て
、
庫
内
の
風
向

き
や
温
度
を
計
測
し
て
改
善
点
を
探
り
、
製

品
を
改
造
し
て
実
験
す
る
と
い
う
商
品
開
発

を
、
社
員
に
付
い
て
行
い
ま
し
た
。
テ
ス
ト

で
は
実
際
の
使
用
状
態
と
同
じ
に
す
る
た
め
、

３
分
ご
と
に
ド
ア
の
開
閉
を
３
時
間
行
い
ま

し
た
。「
よ
り
良
い
物
を
作
ろ
う
」
と
い
う
社

員
の
意
欲
に
触
れ
、
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ

や
意
義
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
実
は
、
そ

の
後
の
授
業
で
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
＊
４
）
冷
却
用
の

フ
ィ
ン
の
設
計
・
製
作
・
実
験
が
あ
り
、
そ

れ
が
ま
さ
に
学
外
実
習
で
の
経
験
と
同
じ
過

程
で
し
た
。
安
価
で
効
率
が
良
い
も
の
を
作

る
た
め
に
、
設
計
・
製
造
し
、
実
用
化
に
向

け
て
製
品
実
験
を
重
ね
る
。作
る
も
の
は
違
っ

て
も
過
程
は
同
じ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

電
気
通
信
大
電
気
通
信
学
部

情
報
通
信
工
学
科
４
年

有
北
知
弘

（
和
歌
山
県
・
近
畿
大
学
附
属
和
歌

山
高
校
卒
業
）

企
業
見
学
を
契
機
に

漠
然
と
し
て
い
た
夢
が
具
体
化

龍
谷
大
理
工
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年

佐
藤
雅
也

（
滋
賀
県
立
甲
西
高
校
卒
業
）

企
業
で
の
実
習
で

も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
実
感

学 生 V O I C E

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◎
今
回
の
内
容
に
関
す
る
ご
感
想
や
ご
意
見
、
今
後
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、
編
集
部
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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